
第28回 日本獣医がん学会
会場開催 日時：2023 年 7 月 1 日(土)、2 日(日)

会場：ホテルニューオータニ 東京（東京都）

オンライン録画配信期間：2023 年７月 11 日(火)～７月 31 日(月)予定

配信場所：VETSCOPE https://vetscope.vet/

会場開催の事前登録期間：2023 年５月 23 日(火)正午～2023 年６月 18 日(日)

第 28 回日本獣医がん学会(東京)は、会場開催を行い、その模様は後日オンライン配信を予定しております。

講師や演者、個人情報保護の関係上、録画配信ができないことがございますことを予めご了承ください。

【本学会の認定医に関わる証明書取得方法について】

本学会の認定医に関する各証明書が必要な方は、会場のみで対応いたします。

オンライン参加のみでは取得できません。

認定医試験を目指す方の受講証明は、認定医手帳に押印をいたします。

認定医取得者の出席証明は、会場で認定証カードの裏面に出席印を押印いたします。

★ ご注意 ★

===========================================================
・オンラインでは質問の受付はありません。

・当日受付は可能ですが、ご来場前にご自身でオンライン上の登録を行って受付で決済完了済みの画面をお見せください。

・会場参加を登録された方はオンライン期間中もご視聴可能です。

【会場参加の場合】

・認定医取得者の出席証明は、会場で認定証カードの裏面に押印を受けてください。受付時間等は開催前にホームページで告知します。

・認定医２種試験を目指す方は、総合教育講演会場前の受講受付で認定医手帳に受講印を受けてください。

講演毎に認定医手帳を各会場前の受付に提出してから受講し、講演終了後には認定医手帳を回収して受講印があることを必ず確認してください。

当日であっても後からの押印は一切受け付けられません。

・認定医手帳をお持ちでない場合は、開催期間の 7/1(土)のみ、会場で購入ができます。

【オンライン参加の場合】

・第 28 回学会のオンラインのみの参加では、認定医に関わる各証明書は取得できません。

・過去のオンラインで取得した証明書は、有効期限内であれば願書提出時に利用できます。

・学会参加費の領収証は資格に関する証明書には利用できません。

・過去にオンラインで申請取得した証明書の一部は、VetScope マイページの「証明書」からダウンロードが可能です。

一部はメールでお送りした PDF の原本をご利用ください。

・証明書再発行のお問合せをいただきますが、データやプリントアウトを紛失した、PC が壊れてデータが取り出せない等の理由により、ご要望

があっても対応することができません。過去の証明書も必ずご自身でデータとプリントアウトで保管をいただくことをお薦めいたします。

・ VetScope アカウントは退会可能ですが、退会した場合の証明書の保管は対応いたしかねますこと、ご了承ください。

===================================================================
＊敬称略、プログラム内の講演タイトルは変更することがあります。

一般社団法人日本獣医がん学会

https://vetscope.vet/


第28回日本獣医がん学会 開催のご挨拶

一般社団法人日本獣医がん学会

企画委員会 委員長 橋本 直幸(倉敷芸術科学大学)

第 28 回日本獣医がん学会は、2023 年 7 月 1 日(土)、2 日(日)に東京の会場開催と、後日、オンライン

配信の併用をいたします。

第 28 回のメインシンポジウムは「膵臓の腫瘍」です。診断や外科介入が難しい膵臓という臓器を深堀りす

る講演を予定しております。特に比較的診断機会の多いインスリノーマについての情報を整理していただけれ

ばと思います。また、稀に遭遇する膵臓癌はすでに進行した状態で診断されることが多く、手の打ちようがな

いことも経験される事があるかと思います。この膵臓癌の治療に関しては、医療での現状をご講演頂きます。

獣医療に活かせる知見が得られるよう企画しておりますので、ご期待ください。

また、本学会より、学会員による一般口演を対象にアワード表彰を行います。多くの演題が集まっており、

学会 2 日目の午後プログラムの冒頭で授与式を実施する予定です。

企画委員一同、参加者の皆様が満足していただけるために知恵を振り絞り、企画いたしました。執行部一同

とも力を合わせて準備を進めておりますので、ふるってご参加ください。

一般社団法人日本獣医がん学会

企画委員会 委員

浅野和之 石川剛司 小山田和央 賀川由美子 児玉和仁 杉山大樹 接待創太 高橋 雅 武信行紀 田戸雅樹 中山智広

西戸達郎 原田 慶 米地若菜

(五十音順)



第28回 日本獣医がん学会 プログラム

７月１日(土)

総合教育講演 ： 腫瘍の臨床診断と治療（８科目） （本学会獣医腫瘍科認定医Ⅱ種講習会を兼ねる）

各講演 90分

【芙蓉西】 （敬称略）

タイムテーブル ClassA 演 題 演 者

10:00～11:30 Ａ－１ 臨床病理学
伊藤 哲郎

(麻布大学附属動物病院)

11:45～13:15 Ａ－２ 診断学総論
伊藤 秀俊

(はづき動物病院)

14:45～16:15 Ａ－３ 治療学総論

佐藤 恵一

(自由ヶ丘動物病院

動物がんクリニック名古屋)

16:30～18:00 Ａ－４ 外科療法
金 尚昊

(北海道大学)

【芙蓉東】 （敬称略）

タイムテーブル ClassＢ 演 題 演 者

10:00～11:30 Ｂ－１ 細胞診断学
根尾 櫻子

(麻布大学)

11:45～13:15 Ｂ－2 画像診断学
華園 究

(酪農学園大学)

14:45～16:15 Ｂ－３ 化学療法
大参 亜紀

(東京大学)

16:30～18:00 Ｂ－４ 放射線療法
濱本 悠仁

(酪農学園大学)

＊会場では認定医手帳に受講印を受けてください。

＊一つの学会内で同じ番号の講義の証明書は申請できません。ご注意ください。

【教育講演】

【芙蓉中】 10:00-13:20

時間 演 題 演 者 時間

10:00-11:00
＜外科＞

胸腺腫の診断と管理

金井 詠一

（麻布大学）
60分

11:10-12:10
＜外科＞

胸腺腫の外科

宇根 智

（ネオベッツ VRセンター）
60分

12:20-13:20
＜病理＞

病理組織検体の取り扱いについて

チェンバーズ ジェームズ

（東京大学）
60分



【ランチョンセミナー】13:40-14:30

時間 演 題 演 者 時間

【芙蓉西】 協賛：東栄新薬株式会社 お弁当数：200個限定

13:40-14:30

なぜ、このキノコが免疫力を高めるのか？

～露地栽培アガリクス KA21免疫増強、

マラセチアの症状緩和作用

元井 章智

（慶應義塾大学SFC研究所、

東京薬科大学免疫学教室、

東栄新薬株式会社）

60分

【芙蓉中】 協賛：日本ヒルズ・コルゲート株式会社 お弁当数：250個限定

13:40-14:30
疾患からの回復期のための栄養管理

～新しい選択肢～

粂井 未紀

日本ヒルズ・コルゲート株式会社

プロフェッショナル獣医学術部

60分

【病理シンポジウム】 骨の腫瘍〜犬の四肢に発生する骨の腫瘍を中心として〜

【芙蓉中】 15:00-18:00

司会 米地 若菜（奈良動物二次診療クリニック）

時間 演 題 演 者 時間

15:00-15:30 病理
近藤 広孝

（日本大学）
30分

15:30-16:00 臨床現場における診断の実際
佐々木 悠

（DVMs どうぶつ医療センター横浜）
30分

16:00-16:05 休憩 5分

16:05-16:35 画像診断
小野 晋

（スカイベッツ）
30分

16:35-16:55 細胞診
根尾 櫻子

（麻布大学）
20分

16:55-17:00 休憩 5分

17:00-18:00 症例検討
近藤 広孝、小野 晋、

佐々木 悠、根尾 櫻子
60分



【一般口演】

【Edo】 10:00-13:04、15:00-18:04 （アワード表彰対象）

発表8分・質疑応答4分

時間 演 題 演 者

10:00-10:12
症例報告

肝芽腫の犬の1例

池田 雄太

（動物がんクリニック東京）

10:14-10:26

症例報告

セルトリ細胞腫の腹腔内リンパ節転移に対して

複数回の外科摘出により長期生存している犬の1例

奥 朋哉

（松原動物病院）

10:28-10:40

症例報告

ゾリンジャー－エリソン症候群を呈した

ガストリノーマの犬の１例

竹村 晨

（ルカ動物医療センター）

10:42-10:54
臨床研究

動物診療施設における抗がん剤曝露の実態調査

田川 道人

（岡山理科大学）

10:54-11:05 休憩

11:05-11:17

基礎研究

犬と猫におけるチロシンキナーゼ阻害薬ラパチニブの

体内薬物動態解析

Yu Ting-Wei

（東京農工大学）

11:19-11:31

症例報告

膵臓に発生したMixed acinar-endocrine cell

carcinoma を外科的に切除した猫の1例

篠原 健大

（ピジョン動物愛護病院川口院）

11:33-11:45

基礎研究

ポドプラニンはイヌ・ヒト粘膜型メラノーマの

アメーバ様浸潤を促進する新規治療標的である

加藤大貴

（東京大学 農学生命科学研究科

獣医外科学研究室）

11:47-11:59

基礎研究

イヌ前立腺癌細胞株に対する

Braf 阻害剤の有効性の検証

青木 督

（東京大学獣医外科学教室）

11:59-12:10 休憩

12:10-12:22

臨床研究

インドールアミン 2,3 ジオキシゲナーゼ(IDO)1阻害薬は

犬膀胱癌症例に対して抗腫瘍効果を示した

井口貴瑛

（東京大学大学院 獣医外科学研究室）

12:24-12:36
症例報告

鼻腔癌に対しフィロコキシブが奏功した犬の1例

中川 正徳

（松原動物病院）

12:38-12:50

臨床研究

CCNU耐性となった胃腸管リンパ腫の犬におけるACNUの

有効性

今尾 賢人

（東京大学附属動物医療センター）

12:52-13:04

症例報告

消化管穿孔が見られ、大細胞性リンパ腫への移行が

疑われた胃腸管小細胞性Ｔ細胞性リンパ腫の

柴犬の一例

阪根 桃子

（ベイサイド・アニマル・クリニック）



時間 演 題 演 者

15:00-15:12

症例報告

緩和放射線治療の増感剤としてスルホキノボシル・

アシル・プロパンジオール（SQAP）を併用した

口腔内非上皮性悪性腫瘍の犬２例

澤田治美

（日本小動物がんセンター）

15:14-15:26
症例報告

好酸球性膀胱炎の犬の2例

齋藤 遥

(松原動物病院)

15:28-15:40
症例報告

腎盂腎炎を契機に発見された尿管リンパ腫の犬の1例

山口 恭寛

(ペテモどうぶつ医療センター 相模原)

15:42-15:54
症例報告

上皮小体癌の犬の１例

加藤憲一

(相模原プリモ動物医療センター)

15:54-16:05 休憩

16:05-16:17

基礎研究

イヌの尿路上皮癌に対する

抗HER2抗体療法の効果の検討

吉中 潤華

（大阪公立大学 小動物臨床医学教室）

16:19-16:31

症例報告

胆嚢浸潤を伴った

脾臓マージナルゾーンリンパ腫の犬の1例

秋吉 亮人

（AKIYOSHI ANIMAL CLINIC, 麻布大学）

16:33-16:45

症例報告

胸水貯留が持続している小細胞性T細胞貫壁型

消化器型リンパ腫の猫１例

前田 晴香

（埼玉動物医療センター）

16:47-16:59

基礎研究

ヨツユビハリネズミの組織球性肉腫細胞株の樹立と

抗腫瘍効果を示す薬剤の探索

稲永 咲耶

(山口大学獣医臨床病理学研究室)

16:59-17:10 休憩

17:10-17:22

症例報告

前腕に発生した巨大な犬の皮脂腺上皮腫に対して二段

階植皮を実施した一例について

周本 剛大

(琉球動物医療センター)

17:24-17:36

基礎研究

犬膀胱がんオルガノイドに対する

チャガ (Inonotus obliquus)の抗腫瘍作用の検討

篠原 祐太

（イスクラ産業株式会社）

17:38-17:50

症例報告

癌性胸水コントロールに対して

トセラニブが著効を示した犬の２例

森 文彦

（ペテモどうぶつ医療センター

札幌月寒）

17:52-18:04

基礎研究

低酸素環境を標的とした

犬グリオーマに対する新規治療法の検証

小野山 青於

（酪農学園大学獣医学群獣医学類

伴侶動物内科学研究室）

【懇親会】

18:30-20:30 【芙蓉東】



７月２日(日)
8:00-8:40【オープン会議：WVCC集会】
＊委員、実行委員・ボランティアは集合ください。第28回学会 会場参加者もご参加いただけます。

メインシンポジウム 膵臓の腫瘍
【芙蓉中・西】 9:00-12:40

座長 高橋 雅（鹿児島大学）

時間 演 題 演 者 時間

9:00- 9:30 膵臓腫瘍の概論
細谷 謙次

（北海道大学）
30分

9:30-10:20 膵臓腫瘍の画像診断
戸島 篤史

（日本小動物医療センター）
50分

10:20-10:35 休憩 15分

10:35-11:05 膵臓腫瘍の病理
浅川 翠

（どうぶつの総合病院）
30分

11:05-11:35 膵臓腫瘍の内科治療
原田 慶

（日本小動物がんセンター）
30分

11:35-11:55

症例提示

ダイナミックCT を用いたインスリノーマの

動的画像評価を行った6例

田戸 雅樹

（ネオベッツVRセンター）
20分

11:55-12:40 総合討論

細谷 謙次、戸島 篤史

浅川 翠、原田 慶、

田戸 雅樹

45分

【芙蓉】 15:00-18:00

座長：杉山大樹（ファミリー動物病院）

時間 演 題 演 者 時間

15:00-15:40 小動物における膵臓腫瘍の外科
浅野 和之

（日本大学）
40分

15:40-16:40 医療における膵臓腫瘍の外科
高木 弘誠

（岡山大学）
60分

16:40-16:45 休憩 5分

16:45-17:05

症例提示１

犬のインスリノーマに対する

外科療法の治療成績

石垣 久美子

（日本大学）
20分

17:05-17:25

症例提示２

膵全摘術を実施した

膵外分泌細胞癌の猫の1例

小山田 和央

（松原動物病院）
20分

17:25-18:00 総合討論
浅野和之、高木弘誠、

石垣久美子、小山田和央
35分



【教育講演】

【芙蓉東】 10:00-11:00

時間 演 題 演 者 時間

10:00-11:00
症例発表してみませんか？

症例報告、ケースシリーズでの学会発表方法

中川 貴之

（東京大学）
60分

ランチョンセミナー（日曜日）

【芙蓉中・西】 13:00-14:00

時間 演 題 演 者 時間

お弁当数：事前登録限定

13:00-14:00 新しい乳腺腫瘍の分類と問題点
吉村 久志

（日本獣医生命科学大学）
60分

【芙蓉東】 15:00-17:00

続・仮説演繹法を用いた診断ステップ
＊会場参加型の企画のため、当日はスマートフォンをご用意ください。

事前にオンラインで講義動画を視聴してからご参加ください。動画をご覧になった前提で当日は進行いたします。

症例提示：原田 慶（日本小動物がんセンター）

司会 / プロデューサー：小林哲也（日本小動物がんセンター）

時間 演 題 アドバイザー 時間

15:00-15:50 前半

画像診断：小野 晋

臨床病理・細胞診：小笠原 聖悟

病理：賀川 由美子

50分

15:50-16:00 休憩 10分

16:00-16:50 後半

画像診断：小野 晋

臨床病理・細胞診：小笠原 聖悟

病理：賀川 由美子

50分

16:50-17:00 まとめ 10分

アドバイザー：小野 晋（スカイベッツ）、小笠原聖悟（小笠原犬猫病院）、賀川由美子（ノースラボ）

運営サポーター（JVCS企画委員会）：橋本直幸（倉敷芸術科学大学）、米地若菜（奈良動物二次診療クリニック）

【会議】

13:00-14:30 【芙蓉東】 社員総会（オープン会議）・新理事会

【授与式】

14:30-15:00 【芙蓉中・西】

認定医授与式

一般口演アワード表彰式

＊敬称略、プログラム内の講演タイトルは仮題のため、変更する場合があります。
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